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依
然
と
し
て
厳
し
い
国
際
テ
ロ
情
勢

　

平
成
二
一
年
の
国
際
テ
ロ
情
勢
は
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
で
推
移
し
ま
し
た
。
一
三
年
九
月
の
米

国
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
以
降
、
世
界
各
国

で
テ
ロ
対
策
が
強
化
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
イ
ス

ラ
ム
過
激
派
に
よ
る
テ
ロ
の
脅
威
は
依
然
と
し
て
高

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ

は
、
米
国
に
対
す
る
ジ
ハ
ー
ド
（
聖
戦
）
の
象
徴
的

存
在
と
し
て
、
世
界
の
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
を
惹ひ

き
付

け
て
い
ま
す
。
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
を
始
め
と
す
る
イ

ス
ラ
ム
過
激
派
は
、
こ
の
ジ
ハ
ー
ド
思
想
を
介
し
て

緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
と
み
ら

れ
ま
す
。

　

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
組
織
及
び
そ
の
支
持
者
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
メ
デ
ィ
ア
を
効
果
的
に
活
用
し

て
、
ジ
ハ
ー
ド
思
想
を
伝
播ぱ

す
る
と
と
も
に
、
リ

ク
ル
ー
ト
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
こ
の
ア

ル
・
カ
ー
イ
ダ
の
ジ
ハ
ー
ド
思
想
や
オ
サ
マ
・
ビ
ン

ラ
デ
ィ
ン
の
声
明
等
の
影
響
を
受
け
、
ア
ル
・
カ
ー

イ
ダ
の
中
核
（
指
導
部
）
と
直
接
の
関
係
を
有
し
な

い
各
地
の
テ
ロ
組
織
等
が
テ
ロ
を
企
図
す
る
傾
向
が

み
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
テ
ロ
と
何
の
か
か
わ
り
も
な

か
っ
た
個
人
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て
過

激
化
し
て
テ
ロ
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が
各
国
で
認

識
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
二
一
年
中
は
、
一
二
月
に
、
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
か
ら
デ
ト
ロ
イ
ト
に
向
か
う
米
国
旅
客

機
を
標
的
と
し
た
テ
ロ
未
遂
事
件
が
発
生
し
、
同
機

に
搭
乗
し
て
い
た
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
人
一
人
が
逮
捕
さ

れ
る
な
ど
、
世
界
各
地
で
テ
ロ
事
件
が
多
発
し
ま
し

た
。

　

南
ア
ジ
ア
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
テ
ロ
情
勢
が

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、

タ
リ
バ
ン
の
勢
力
拡
大
と
と
も
に
テ
ロ
の
発
生
件
数

が
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
規
模
も
拡
大
す
る
傾
向
が

顕
著
で
す
。
二
月
に
は
、
首
都
カ
ブ
ー
ル
に
所
在
す

る
司
法
省
、
教
育
省
等
を
ね
ら
っ
た
自
爆
テ
ロ
及
び

襲
撃
が
発
生
し
、
二
六
人
が
死
亡
し
、
七
〇
人
以
上

が
負
傷
し
た
ほ
か
、
八
月
に
は
、
カ
ブ
ー
ル
の
国
際

治
安
支
援
部
隊
（
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
）
本
部
前
に
お
け
る
自

動
車
爆
弾
に
よ
る
自
爆
テ
ロ
に
よ
り
、
九
人
が
死
亡

し
、
約
九
〇
人
が
負
傷
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
〇
月

に
は
、
カ
ブ
ー
ル
所
在
の
イ
ン
ド
大
使
館
を
標
的
と

し
た
自
爆
テ
ロ
が
発
生
し
、
少
な
く
と
も
一
七
人
が

死
亡
し
（
自
爆
犯
一
人
を
含
み
ま
す
。）、
六
〇
人
以

上
が
負
傷
し
た
ほ
か
、
カ
ブ
ー
ル
所
在
の
国
連
施
設

に
対
す
る
襲
撃
事
件
も
発
生
し
、
少
な
く
と
も
一
三

人
が
死
亡
し
、
約
一
〇
人
が
負
傷
し
ま
し
た
。
パ
キ

米国旅客機を標的とした自爆テロ未遂事件のナイジェリア国籍、
ウマル・ファルーク・アブドゥルムタッラブ容疑者（時事）

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
動
向

と
国
際
テ
ロ
の
脅
威

１
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ス
タ
ン
で
は
、
北
西
辺
境
州
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
武

装
勢
力
に
対
す
る
軍
に
よ
る
大
規
模
な
掃
討
作
戦
が

再
開
さ
れ
た
四
月
以
降
、
再
び
テ
ロ
事
件
が
多
発
し

て
お
り
、
五
月
に
は
、
ラ
ホ
ー
ル
の
三
軍
統
合
情
報

部
施
設
等
に
対
す
る
襲
撃
及
び
自
爆
テ
ロ
に
よ
り
約

三
十
人
が
死
亡
し
、
二
五
〇
人
以
上
が
負
傷
し
た
ほ

か
、
一
〇
月
に
は
、
武
装
勢
力
に
よ
る
パ
キ
ス
タ
ン

陸
軍
総
司
令
本
部
襲
撃
・
立
て
こ
も
り
事
件
が
発
生

し
、
少
な
く
と
も
二
〇
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。
パ
キ

ス
タ
ン
軍
は
、
一
〇
月
、
タ
リ
バ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン

運
動
の
本
拠
地
で
あ
り
、
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
の
メ

ン
バ
ー
が
潜
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
南
ワ
ジ
リ
ス
タ
ン

地
区
に
対
す
る
軍
事
作
戦
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
同

月
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
市
場
に
お
い
て
爆
弾
テ
ロ
事

件
が
発
生
し
、
少
な
く
と
も
一
〇
五
人
が
死
亡
し
、

二
〇
〇
人
以
上
が
負
傷
す
る
な
ど
、
そ
の
後
も
テ
ロ

が
連
続
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
七
月
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
首

都
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
お
い
て
、
マ
リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル
等

を
標
的
と
し
た
連
続
自
爆
テ
ロ
が
発
生
し
、
九
人
が

死
亡
し
（
自
爆
犯
二
人
を
含
み
ま
す
。）、
約
五
〇

人
が
負
傷
し
ま
し
た
。
本
件
を
敢
行
し
た
と
さ
れ
る

ジ
ェ
マ
ア
・
イ
ス
ラ
ミ
ア
の
強
硬
派
ヌ
ル
デ
ィ
ン
・

ト
ッ
プ
は
、
九
月
に
国
家
警
察
の
急
襲
に
よ
り
死
亡

し
ま
し
た
が
、
他
の
強
硬
派
幹
部
が
依
然
と
し
て
逃

走
中
で
す
。

　

中
東
で
は
、
イ
ラ
ク
に
お
い
て
、
六
月
末
の
都

市
部
か
ら
の
米
軍
の
撤
退
以
降
、
主
と
し
て
都
市
部

に
お
い
て
テ
ロ
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
八
月
に

は
、
首
都
バ
グ
ダ
ッ
ド
に
所
在
す
る
複
数
の
政
府
庁

舎
を
標
的
と
す
る
自
動
車
爆
弾
や
迫
撃
砲
に
よ
る
連

続
テ
ロ
が
発
生
し
、
合
わ
せ
て
九
五
人
が
死
亡
し
、

五
〇
〇
人
以
上
が
負
傷
し
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
エ
メ

ン
に
お
い
て
、
三
月
、
爆
弾
テ
ロ
事
件
が
発
生
し
、

韓
国
人
旅
行
者
等
五
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て
も
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派

の
思
想
の
影
響
に
よ
り
過
激
化
し
た
者
等
に
よ
り
テ

ロ
が
企
図
・
実
行
さ
れ
る
な
ど
テ
ロ
の
脅
威
が
拡
散

し
て
い
ま
す
。
五
月
に
は
、
米
国
・
ニ
ュ
ー
ヨ―

ク

に
所
在
す
る
ユ
ダ
ヤ
教
関
係
施
設
等
を
標
的
と
し
た

テ
ロ
を
計
画
し
た
と
し
て
米
国
人
三
人
を
含
む
四
人

が
逮
捕
さ
れ
、
八
月
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
軍

関
係
施
設
に
対
す
る
テ
ロ
を
計
画
し
た
と
し
て
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
人
五
人
が
逮
捕
さ
れ
る
な
ど
、
各
地
で

テ
ロ
計
画
事
件
が
摘
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
方
、
ロ

シ
ア
で
は
、
一
一
月
、
首
都
モ
ス
ク
ワ
北
西
に
所
在

す
る
ボ
ロ
ゴ
エ
に
お
い
て
列
車
に
対
す
る
爆
弾
テ
ロ

事
件
が
発
生
し
、
少
な
く
と
も
二
七
人
が
死
亡
し
、

約
九
〇
人
が
負
傷
し
ま
し
た
。

爆弾テロ事件現場となったペシャワールの市場（10月、パキスタン）
（時事）

標的となったマリオットホテル（７月、インドネシア）（時事）
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我
が
国
は
、
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
を
始
め
と
す
る
イ

ス
ラ
ム
過
激
派
か
ら
米
国
の
同
盟
国
と
み
な
さ
れ
て

お
り
、
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
の
も
の
と
さ
れ
る

声
明
等
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
度
々
テ
ロ
の
標
的

と
し
て
名
指
し
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
我
が
国
に

は
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
が
テ
ロ
の
対
象
と
し
て
き
た
米

軍
関
係
施
設
が
多
数
存
在
し
、
こ
れ
ら
を
標
的
と
し

た
テ
ロ
が
発
生
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。アル・カーイダ幹部らが作成したとされる映像ソフトで、米国人等殺害を呼

び掛けるオサマ・ビンラディン（時事）

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
国
際
手
配
さ
れ
て
い
た
ア

ル
・
カ
ー
イ
ダ
関
係
者
が
不
法
に
入
出
国
を
繰
り
返

し
て
い
た
事
実
が
一
五
年
一
二
月
の
ド
イ
ツ
に
お
け

る
同
人
逮
捕
を
端
緒
と
し
て
判
明
し
た
ほ
か
、
米
国

で
拘
束
中
の
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
幹
部
の
ハ
リ
ド
・
シ
ェ

イ
ク
・
モ
ハ
メ
ド
が
、
我
が
国
に
在
る
米
国
大
使
館

を
破
壊
す
る
計
画
等
に
関
与
し
た
と
供
述
し
て
い
た

こ
と
が
一
九
年
三
月
に
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
我
が
国
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
諸
国
か
ら
の
入

国
者
が
多
数
滞
在
し
て
各
地
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形

成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派

が
、
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
悪
用
し
、
資
金
や

資
機
材
の
調
達
を
図
る
と
と
も
に
、
様
々
な
機
会
を

通
じ
て
若
者
等
の
過
激
化
に
関
与
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
海
外
に
お
い
て
は
、
現
実
に
邦
人
や
我

が
国
の
権
益
が
テ
ロ
の
標
的
と
な
る
事
案
や
、
直
接

の
標
的
で
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
海
外
に
い
る
邦

人
が
テ
ロ
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
案
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
二
〇
年
一
一
月
に
、
イ
ン
ド
・
ム
ン
バ
イ
に
お

い
て
発
生
し
た
連
続
テ
ロ
事
件
で
は
、
銃
撃
に
よ
り

邦
人
一
名
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
我
が
国
は
、
国
内
に
お
け
る
テ
ロ

や
、
海
外
に
お
け
る
邦
人
や
我
が
国
の
権
益
に
対
す

る
テ
ロ
の
脅
威
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

一　

日
本
赤
軍

　

最
高
幹
部
の
重
信
房
子
は
、
ハ
ー
グ
事
件
等
に
よ

り
懲
役
二
〇
年
と
し
た
第
二
審
判
決
を
不
服
と
し
、

二
〇
年
一
月
に
上
告
し
ま
し
た
。
西
川
純
は
、
ダ
ッ

カ
事
件
等
に
よ
り
無
期
懲
役
と
し
た
第
二
審
判
決
を

不
服
と
し
て
上
告
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
和
光
晴
生

は
、
ハ
ー
グ
事
件
等
に
よ
り
無
期
懲
役
と
し
た
第
二

審
判
決
を
不
服
と
し
て
上
告
し
ま
し
た
が
、
二
一
年

一
〇
月
に
上
告
棄
却
が
決
定
し
、
そ
の
後
、
無
期
懲

役
が
確
定
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
日
本
赤
軍
は
、
組
織
の
再
編
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
新
た
な
活
動
拠
点
の
構
築
を
模
索
し
て

い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
一
二
年
に
重
信
が
逮
捕
さ
れ

た
後
も
、
日
本
赤
軍
は
、
昭
和
四
七
年
の
テ
ル
ア
ビ

ブ
・
ロ
ッ
ド
空
港
事
件
を
「
自
己
犠
牲
精
神
」
に
基

づ
く
「
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
闘
争
」
と
し
て
引
き
続
き

高
く
評
価
す
る
な
ど
、
そ
の
武
装
闘
争
路
線
を
放
棄

し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
本
赤
軍
は
、
逃
亡
メ
ン

バ
ー
に
対
す
る
支
援
活
動
を
継
続
し
て
い
る
と
み
ら

れ
る
ほ
か
、
パ
レ
ス
チ
ナ
と
の
連
携
等
を
名
目
に
組

織
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
、
そ
の
テ

ロ
組
織
と
し
て
の
危
険
性
に
変
化
は
な
く
（
注
）、

我
が
国
へ
の
国
際
テ
ロ
の

脅
威

２

日
本
赤
軍
・「
よ
ど
号
」

グ
ル
ー
プ
の
動
向

３
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坂 東 　 國 男 佐々木　規夫
昭23.8.27生　身長170㎝昭22.1.10生　身長165㎝

松 田　　 久
昭23.8.30生　身長173㎝

奥 平　 純 三
昭24.2.9生　身長175㎝

大道寺 あや子
昭23.10.20生　身長162㎝

仁 平　　 映
昭21.3.1生　身長171㎝

岡 本　 公 三
昭22.12.7生　身長161㎝

海
外
の
テ
ロ
リ
ス
ト
と
連
携
し
て
、
獄
中
メ
ン
バ
ー

の
奪
還
等
を
目
的
と
し
た
テ
ロ
事
件
を
引
き
起
こ
す

可
能
性
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

警
察
は
、
今
後
と
も
、
国
内
外
に
お
け
る
日
本
赤

軍
支
援
者
の
動
向
に
も
特
段
の
注
意
を
払
い
つ
つ
、

逃
亡
メ
ン
バ
ー
の
早
期
発
見
・
逮
捕
に
向
け
、
関
係

機
関
と
連
携
し
情
報
収
集
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。
な
お
、
同
年
一
二
月
以
降
は
、「
連
帯
」（
そ

の
後
、「
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
連
帯
」
に
変
更
）
の
名
称
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

二　
「
よ
ど
号
」
グ
ル
ー
プ　

　
「
よ
ど
号
」
犯
人
九
人
の
う
ち
、
田
中
義
三
（
平

成
一
九
年
一
月
病
死
）
ら
二
人
が
既
に
逮
捕
さ
れ
た

ほ
か
、
リ
ー
ダ
ー
の
田
宮
高
麿
ら
二
人
が
北
朝
鮮
で

死
亡
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
北
朝

鮮
に
残
留
し
て
い
る
の
は
、
小
西
隆
裕
ら
五
人
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
（
う
ち
岡
本
武
は
死
亡
説
も
あ
り
ま

す
が
、真
偽
は
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。）。
警
察
は
、

こ
れ
ま
で
に
帰
国
し
た
「
よ
ど
号
」
グ
ル
ー
プ
の
妻

ら
五
人
全
員
を
旅
券
法
違
反
等
で
逮
捕
し
た
ほ
か
、

一
九
年
六
月
に
は
、
帰
国
し
た
同
グ
ル
ー
プ
合
流
者

一
人
を
旅
券
法
違
反
で
逮
捕
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

者
に
つ
い
て
は
、
全
員
が
有
罪
判
決
を
受
け
て
い
ま

す
。
子
女
に
つ
い
て
は
、
一
三
年
五
月
か
ら
現
在
ま

で
に
二
〇
人
全
員
が
帰
国
し
て
い
ま
す
。
二
〇
年
六

月
及
び
八
月
に
開
催
さ
れ
た
日
朝
実
務
者
協
議
に
お

い
て
は
、「
よ
ど
号
」
関
係
者
の
引
渡
し
に
つ
い
て

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
時
点
で
は
、
引
渡
し

に
向
け
た
具
体
的
な
動
き
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
、「
よ
ど
号
」
グ
ル
ー
プ
が

日
本
人
拉ら

致
に
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
て
い
ま
す
。
警
察
は
、「
よ
ど
号
」
犯
人
で

あ
る
魚
本
（
旧
姓
・
安
部
）
公
博
に
つ
い
て
は
、
有

本
恵
子
さ
ん
に
対
す
る
結
婚
目
的
誘
拐
容
疑
で
、
ま

た
、「
よ
ど
号
」
犯
人
の
妻
・
森
順
子
及
び
若
林
（
旧

姓
・
黒
田
）
佐
喜
子
に
つ
い
て
は
、
石
岡
亨
さ
ん
及

び
松
木
薫
さ
ん
両
名
に
対
す
る
結
婚
目
的
誘
拐
容
疑

で
、そ
れ
ぞ
れ
逮
捕
状
を
取
得
し
、国
際
手
配
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
「
よ
ど
号
」
グ
ル
ー
プ
は
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
や
声

明
文
等
を
通
じ
て
拉
致
容
疑
事
案
へ
の
関
与
を
否
定

し
続
け
て
お
り
、
容
疑
が
晴
れ
た
時
点
で
帰
国
し
た

い
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、日
本
政
府
に
対
し
て
は
、

「
拉
致
犯
と
し
て
の
引
渡
」
要
求
を
撤
回
す
る
と
と

も
に
、
協
議
に
応
じ
る
よ
う
要
求
し
て
い
ま
す
。

（
注
）
日
本
赤
軍
で
は
、
一
三
年
四
月
、
重
信
に
よ
る
獄
中

か
ら
の
日
本
赤
軍
「
解
散
」
宣
言
を
受
け
、五
月
に
は
、

組
織
と
し
て
も
解
散
の
「
決
定
」
を
表
明
す
る
な
ど
、

テ
ロ
組
織
と
し
て
の
本
質
を
隠
蔽ぺ
い

す
る
戦
略
を
採
っ
て

小 西　 隆 裕
昭19.7.28生　身長165㎝

若 林　 盛 亮
昭22.2.26生　身長164㎝

赤 木　 志 郎
昭22.11.4生　身長173㎝

魚本（安部）公博
昭23.3.19生　身長168㎝

岡 本　　 武
昭20.7.17生　身長165㎝

森　　 順 子
昭28.5.12生　身長163㎝

若林　佐喜子
昭29.12.13生　身長157㎝


